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　CERN（欧州原子核研究機構）は、2012 年 7 月 4 日、ヒッグス粒子探査の最新状況を発表し、ヒッ
グス粒子が発見された可能性について報告した。CERN では大型ハドロン衝突型加速器で陽子を高速
に加速して正面衝突させ、その時に発生する素粒子を ATLAS と CMS という 2 つの研究グループが
独立に観測してきた。ともに 126 GeV 付近にバックグラウンドより高いシグナルが検出され、新し
い粒子によるシグナルである確率は 99.9999％で、質量の値などから、ヒッグス粒子の可能性が大き
い。スピンなどの質量以外の性質についても確認する必要があり、今後も実験は継続される予定である。
　CERN（欧州原子核研究機構）は、ヒッグス粒
子探査の最新状況を 2012 年 7 月 4 日に発表した1）。
ビッグバン直後、宇宙の温度が 1,000 兆度（約 100 
GeV）まで冷えた時に、真空が相転移を起こして対
称性が破れ、その結果、物質（素粒子）の質量が生
じたと考えられている。ヒッグス場はこの相転移を
含む標準理論の重要な部分を構成する理論であり、
ヒッグス場を量子化したものがヒッグス粒子である。
　ヒッグス粒子の質量は大きく、宇宙初期と同じ
高温状態を作り出さなければヒッグス粒子を発生
させることはできない。CERN では大型ハドロン
衝突型加速器（LHC）で陽子を高速に加速して正
面衝突させ、その時に発生する素粒子を、ATLAS
と CMS という 2 つの研究グループが独立に観測し
てきた。2012 年前半には、2011 年の 1 年間のデー
タ数とほぼ同数のデータが蓄積され、それらのデー
タ解析からヒッグス粒子発見の可能性が高まった
ため、今回の発表となった。
　ヒッグス粒子の寿命は短く、発生したとしても
直ちに別の粒子に崩壊する。複数の崩壊チャン
ネルが存在し、代表的なものは、2 つのフォトン
（γ線）に崩壊するチャンネルと、ウィーク・ボソ
ンＺを通じて 4 つのレプトンに崩壊するチャンネ
ルである。レプトンとは、電子と陽電子、ミュー
粒子、ニュートリノなど軽粒子族の総称である。
　図表 1 に示される点は、フォトンへの崩壊チャ
ンネルの観測データ数であリ、図表 1 の下側の図
は、バックグラウンドを差し引いた図である。図
表 2 に示されるエラーバーを含む点は、レプトン
への崩壊チャンネルの観測データ数であり、理論
的に可能性のある 3 つの質量（125 GeV, 150 GeV, 
190 GeV）も棒グラフで示してある。図表 1 と図表
2 のいずれも、126 GeV（陽子質量の約 133 倍）付
近に、バックグラウンドよりも高いデータ数が存
在 す る。ATLAS 実 験 で は 126.5±0.6 GeV、CMS
実験では 125.3±0.6 GeV の値が得られており、ノ
イズではなく新しい粒子によるシグナルである確
率は 99.9999％ と推定される。
　新しく素粒子が発見されるのは、トップクォー
ク以来 17 年ぶりのことであり、しかも質量の値か
らヒッグス粒子の可能性は大きい。しかし、スピ
ンなどの質量以外の性質についても確認しなけれ
ばヒッグス粒子と断定できず、今後も実験は継続
される予定である。
参　考　1）　CERN Press Release：http://press.web.cern.ch/press/PressReleases/Releases2012/PR17.12E.html
　　　　2）　ATLAS News：http://www.atlas.ch/news/2012/latest-results-from-higgs-search.html
図表 2　4レプトンへの崩壊チャンネルの観測データ数
図表 1　2フォトンへの崩壊チャンネルの観測データ数
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